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各地の取り組み－石川県における植物防疫業務－ 
石川県農林総合研究センター　総合研究部病害虫防除室　笠島  哲  

■石川県農業の概要
県南部の加賀地域は稲作地帯で、農業法人や

大規模経営農家が比較的多く見られます。一方、
県北部の能登地域は、中山間地域が多くほ場条
件も悪いことから、小規模農家の比率が高いの
が特徴です。また、県中央部の金沢市から羽咋
市にかけての砂丘地帯では、スイカ、ダイコン
やブドウなどの園芸品目の生産が盛んです。

作物別の作付け面積（2020 年）は、耕地に占
める水田割合が高いことを背景に、水稲が 80%
以上を占め、野菜 4%、果樹 3%などとなってい
ます。

農業産出額（2021 年）は、約 480 億円（全国
43 位）で、米が 47%、野菜 21%、畜産 19%と米
が主体の生産構造となっています。

なお、本県農産物のブランド品目としては、
ブドウの「ルビーロマン」が有名です。

■石川県における現在の植物防疫体制
現在の病害虫防除室は、当初、病害虫防除所

として 1952 年に県下 9 か所に設置され、その後、
1956 年に 4 か所、1980 年に 2 か所、1987 年に 1
か所に統合されました。その後、1999 年に農林
総合研究センターと統合し、病害虫防除室と名
称変更して、現在に至っています。

病害虫防除室は、室長を含む 3 名の職員及び
県内 5 か所の農林総合事務所ごとに兼務職員を
1 名ずつ配置して業務に当たっています。

また、市町ごとに任命した計 19 名の病害虫防
除員の協力のもと、広域的な病害虫の発生状況
の把握や情報収集に努めています。

■病害虫防除室の業務内容
1．病害虫の発生予察・情報提供

本県では、水稲、野
菜、果樹等の主要農作
物 15 品目を対象に定
点の巡回調査や予察灯

（3 基）、フェロモント
ラップ等による調査を
実施しています。これ
らの調査結果と各農林
総合事務所からの現地
情報、気象庁の気象情
報 等 を も と に、 セ ン
ター内で検討の上、病
害虫発生予察情報を発

表しています。
発生予察情報「予報」は、年 8 回発表し、状

況に応じて「注意報」や「特殊報」を発表する
とともに、適宜、病害虫情報（速報）を出して
防除の参考にしてもらっています。

なお、これらの予察情報は、県のホームペー
ジに掲載するとともにメールで関係機関や農協、
農業団体、一部農家に提供しています。

2．重要病害虫等侵入調査
侵入調査は、チチュウカイミバエ 2 か所、コ

ドリンガ 2 か所、火傷病 2 か所、スイカ果実汚
斑細菌病 3 か所、トマトキバガ 1 か所、イネミ
イラ穂病菌 2 か所の調査を実施しています。

本県では、スイカ果実汚斑細菌病が 2012 年に
見つかり対応に当たりました。このため、2019
年度まで、毎年、植物防疫所とともに合同で県
内 3 か所のスイカほ場で現地調査を実施し警戒
にあたりましたが、その後の発生は確認されて
いません。

3．病害虫診断・農薬適正使用指導等
防除指針の作成に加え、生産者等から依頼さ

れた病害虫の診断や防除及び農薬適正使用指導
講習会の講師等を務めています。

■特徴的な取り組み
本県では、1996 年から県をあげて「米の品質

向上のための運動」を展開しています。これを
受けて、当防除室でも、特別巡回として調査回
数や地点を増やして斑点米カメムシの調査を重
点的に実施しています。この結果、斑点米カメ
ムシの注意報の発表は、ここ 10 年間で 12 回に
及んでいます。

図 1　�予察灯での害虫回収
の様子

 

 

図 2　水稲でのすくいとり調査の様子


